














平 1)、荒木孝一郎 2)、大西美穂子 1)、吉田　百枝 1)、
岡田　睦実 3)、渡邊　千尋 2)、千葉　　渉 1)
































































之 1)、滝　　　薫 1)、酒井　孝子 1)、小山祐一郎 1)、








【症例1】80歳、女性。血液学検査：WBC 161,700 /μl、Hb 10.1 
g/dl、PLT 11.3 万/μl、末梢血液像：Blast 1 %、Promyelo 1 %、
Myelo 11 %、Meta 13 %、Stab 3 %、Seg 48 %、Eos 1 %、Baso 1 





【症例2】73歳、女性。血液学検査：WBC 71,700 /μl、Hb 12.2 g/
dl、PLT 18.7 万/μl、 末 梢 血 液 像：Blast 50 %、Promyelo 2 %、
Myelo 1 %、Meta 6 %、Stab 4 %、Seg 16 %、Baso 2 %、Lympho 
6 %、Mono 12 %、Atyp-ly 1 % 骨 髄 検 査：Blast 69.8 %　Blast
は ペ ル オ キ ダ ー ゼ 染 色 陽 性、CD10とCD19が 強 発 現 し、mixed 
phenotypeであった。染色体検査：47,XX,t(9;22)(q34;q11.2) +17、遺
















1)、深見　晴恵 1)、吉川　実季 1)、神戸　理恵 1)、
濱口　孝子 1)、長尾　栄子 1)、伊藤　　守 1)、佐々弥栄子 2)
【目的】テイコプラニンはメチシリン耐性黄色ブドウ球菌(MRSA)
に対して抗菌活性を示す、グリコペプチド系抗生物質である。この
薬物の薬物動態には個人差があり、同じ用量を投与しても血中薬物
濃度は人によって異なる。そのため、重篤な副作用を回避し、かつ
有効な血中濃度にするために血中濃度のモニタリングが必要とされ
る。今回、汎用自動分析装置における「ナノピアTDMテイコプラ
ニン」についての検討機会を得たので報告する。
【方法】試薬：ナノピアTDMテイコプラニン(積水メディカル)　機器：
TBA-c16000(東芝)検討項目：コントロール、臨床検体における同時
再現性、コントロールにおける日差再現性、FPIA法との相関性
【結果】同時再現性：TEIC専用コントロール３濃度を10回測定した
結果はそれぞれ、平均値10.46、35.03、77.77μｇ/ｍｌ、CV％ 1.51、
0.27、0.80であった。患者血清２濃度を10回測定した結果はそれぞれ、
平均値 7.57、21.02μｇ/ｍｌ、CV％ 2.49、0.97であった。日差再
現性：同様のコントロールを13日間測定した結果、平均値は10.05、
34.99、74.63μｇ/ｍｌ、CV％は1.93、0.50、0.32であった。相関性：
ナノピア試薬(y)とFPIA法(x)との相関は、相関係数r=0.9861、回帰
式y=0.8576x+3.34であった。
【考察】検討の結果、同時再現性、日差再現性、相関性で良好な結
果を得られた。また、本試薬は汎用自動分析装置で測定可能なため
専用の機器が不要であり測定時間も短い。結果報告の迅速化に伴い、
早期の投与量調節や有効濃度確保が期待されるため、日常検査にお
いて有用であると考えられる。
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